
 

 

ボランティアだよりの費用は県共同募金会の配分金の一部を充てています。 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ボランティアに関する相談や登録などの受付。また、福祉活動用具等の貸出を行いました。 

・相談：２２件 ・登録：11件 ・依頼（斡旋）：１０件 ・福祉用具貸出：６件 

 

◆ボランティアの広報、啓発としてボランティアだよりの発行や、目の不自由な方への「声の広報」 

事業、また、市内に２か所ボランティアボードを設置し情報提供を行いました。 

・ボランティアだより：年間１２回発行 ・声の広報事業：利用者１０名 

 

◆ボランティア活動の推進や育成を行いました。 

◆推進活動 

・ひとり暮らし高齢者テレホンサービス：利用者５名／ボランティア９名（活動日数２３１日） 
 

◆育成活動 

・夏休み福祉体験学習 

 手話体験学習 参加人数（塩山地区）小学生６名 

（勝沼・大和地区）小学生４名 

※新型コロナウイルス感染拡大により施設体験学習については 

開催中止としました。 
 

・福祉講話：（１校）勝沼中学校 

・福祉体験学習（５校） 

小学校／塩山南小学校、菱山小学校、玉宮小学校 

中学校／勝沼中学校、塩山北中学校 

・バリアフリー教室：（１校）勝沼小学校 

 

・福祉教育サポーター養成講座：８名参加 
 

・市内小中高等学校やボランティアグループへの活動助成金交付 

ボランティア：１２グループ ／ 学校：１６校 

ボランティア活動保険助成金交付：１２４名 

 

◆エコキャップの収集活動を行いました。 

・総個数【５４１，８００個】※約６４５人分のワクチンになりました。 

令和４年度もたくさんのエコキャップが集まりました。 

御協力ありがとうございました。 

 

 

発行 社会福祉法人 甲州市社会福祉協議会 
甲州市塩山上於曽９７７－５ 

TEL34-8195  FAX34-9270 
編集  ボランティアだより編集委員会 

２０２３ 

Ｎo２１０ 

～ボランティアに関するお問い合わせは、下記までご連絡ください～ 

★甲州市ボランティアセンター（社会福祉協議会内） ☎３４－８１９５ 

今月号では、令和４年度にボランティアセンターが行った活動について報告します。（数字は令和４年度実績数）                             
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グループ 日にち 時間 場所

車イスダンス【車イスダンスの会】 6日 午前９：３０～ 中央区区民会館

点字勉強会【コスモスの会】 17日 午後１：３０～ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務所

朗読勉強会【やまびこ会】 24日 午後１：３０～ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務所

手作り作業【つみくさ会】 25日 午前中 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務所

声の広報 塩山保健福祉センター

ひとり暮らし高齢者テレホンサービス 月～金曜日 午前9：00～

ボランティア相談窓口 月～金曜日 塩山保健福祉センター

ボランティアだより【編集委員会】  9日・17日 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務所

【やまびこ会】

３月１７日（金）甲州市民文化会館にて福祉教育サポーター養成講座が開催され、８名が受講し

ました。近年、学校での福祉教育が浸透してきており、福祉体験等の依頼は増加傾向にあります。

そこで、今回初めての取り組みとして、社協と一緒に福祉教育のお手伝いをしてくれるボランティ

ア（福祉教育サポーター）を養成するための講座を行いました。 

まず初めにボランティアコーディネーターから「福祉教育について」の基本的な話しを聞きまし

た。その後、学校で行っている体験メニュー（車椅子体験、白杖・アイマスク体験、高齢者疑似体

験）を、実際に体験しながら、社協職員 

より注意点や子どもたちに教える際のポ 

イントなどについて学びました。 

皆さん積極的に質問をしながら参加し 

ているのがとても印象的でした。福祉教 

育では、地域の人たちとの関係や関わり 

を大切にすることが、原点だといえます。

今回、ボランティア登録をしてくれた８ 

名が地域の一員として活躍することで、 

福祉教育がより推進されることが期待さ 

れます。 
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★参加者の感想★ 

・お手伝い出来る時は、参加させていただきたいと思います。勉強していきたいと思います。 

・自分がはじめて体験するものもあり、介護する側の難しさを知ることができた。 

・実家の母が車いすを使うようになり、どんな感じなのか、知りたくて参加した。 

・体験は福祉教育の場だけでなく、広く周知できる機会があると良い。地域の集まる場所でも講座 

 を開いてほしい。 

・積極的に参加していきたい。 

 

ほ 

し 


